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『習唖職雛澪丸刊
運輸省航海訓練所においては，今年度練習帆船日本

丸および海王丸就航50周年を記念して，次の日程によ

り一般公開並びに操帆訓練（岸壁上より見物可能）が

行なわれます。但し天候等の都合により操帆訓練は中

止される場合があります。

◎東京地区晴海埠頭L岸壁日本丸

5月17日（土）

0900～1100一般公開1330～1500操帆訓練

◎横浜地区大桟橋日本丸

6月1日（日）

0900～1100一般公開1300～1430操帆訓練

◎神戸地区第4突堤海王丸

5月18日（日）

1300～1430操帆訓練

沖縄レース<SINDBADn>連続優勝〃
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なお上記とは別に，東京港祭り協賛として，日本丸

の一般公開が次により行なわれます。

雑:旧''1::剛：
何れも場所は晴海埠頭L岸壁です。

Fヨットマンのための一級小型免許教室
NORC会員を対象とした－級小型船舶操縦士免許教室〔国家試験（学科・実
技とも）免除〕を行います。

一定数の希望者があれば、随時説明会を開き、日程・学科会場等について協議

のうえ決定します。御希望の万はNORC事務局（内田氏）迄御連絡下さい。
〆､1－、_一一－－－

学科（40時間、主として夜間）

実技（20時間、昼間4日間、於横浜市民ヨットハーバー）

～

可
P

'ヨットマンのための特殊無線技士購習’
a ■

(国家試験免除）

場｜’種別日程

無線電話(甲）6／16～7／5

レーダー7／7～7／19

無線電話(甲）9／1～9／12

レーダーg/16～9/23

無線電話(甲)11／4～11／22

レーダー11／25～12／6

無線電話(甲)56年2/2～2/14

レーダー56年2/16～2/23

会 備 考 ｜

’受講料等（教材・申請料一切含む）

電話無線甲|藷ﾖﾆ鶏淵目
ﾚー ター |鶉ヨニ彌朧
日程の開講時間

日曜・祝日は昼間、夜間とも休講

昼間コースは9:30～16:30但し､土曜は9:30～12:30

夜間コースは平日は18:00～21:00但し､土膣は14:00～21:00

6月講習

(夜間コース）

横浜・大桟橋入□

（港潭労働会館）

①

9月講習

(昼間コース）

横浜・本坂ふ頭

(横浜海技専門学院）

11月講習

(夜間コース）

東京・麹町

(海事センタービル）
②
イ
ロ
ハ

56年2月講習

(昼間コース）

56年2/2～2/14

56年2/16～2/23

横浜・本枚ふ頭

(横浜屈技専門学院）

可
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特殊無線技士のお問い合せ、お申し込み申し込 は……

員養
本部

恋03(263)3121
関東支部

盃045(623)6804鞭日本船舶 成協職
合
云貝人
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、刃年レース白書
回NORC帆走委員会編

帆走委員会では，1979年のレース白書として，本部並びに関東支部の各レース---但し，

レベル・レース・シリーズのオリンピック・コース・レース及び関東支部フリートの沿岸

レースを除く－について，出艇申告書レース報告書，航跡図，成績表からデータを分

類・集積・図表化し，レースの実態をまとめてみた。

帆走委員会では，レース白書を作成するに当り，その内容を興味あるものにするため，

テーマについて再検討を行なったが，レース中の気象・海象条件に関する正確な情報の入

手が難しいことなどにより，遺憾ながら新しいテーマは採り上げられず，例年通りのもの

になってしまった。他方，本レース白書では，1976年から1978年までのレース白書と1979

年の資料に基づき，レース中の事故に関する4年間の推移をグラフで表わしてみた。帆走

委員会としては，今後，各支部の協力をえて，関東支部以外の支部レースに関するデータ

を加味し，より一層充実したレース白書を作成して行きたいと考えておりますので，この

レース白書に対する御批判・御意見並びに新しいテーマについての御提言などを是非おき

かせ下さい。

最後に，本レース白書から皆様が昨年の外洋レースの実態並びに過去4年間のレース中

の事故の特徴・傾向・推移を把握され，更に将来の日本の外洋レースの姿を展望して戴く

ことができれば幸甚です。（委員長周東英卿）

1．レース出艇数と参加者数

本部レース5回及び関東支部レース7回の出艇総数，

クラス別出艇数，参加者数，年令別参加者数並びに本

部レースの支部別出艇数をまとめた。（表l参照）

1.レース出艇数は，本部レース192艇，関東支部レ

ース268艇の合計460艇であった。三宅島レースが関

東支部レースになったため，前年度との比較がむず

かしいが,クラス別出艇数では，クラスvが本部レー

ス33.9％，関東支部レース43．3％，平均39.3％（前

年度35.0％）で出艇数及び出艇率が伸び，クラスⅣ

及びⅥが前年度より出艇数及び出艇率が減っている。

（表1，4，5参照）

2．参加者数は，本部レース1206人，内訳は会員996

人(82.6％)，非会員210人(17.4％)であり，関東支

部レース1543人，内訳は会員1378人(89.3％)，非会

員165人(10.7％)であった。（表1参照）

3．年令別では過去3年間を表にしてみると，20～24

才及び25～29才が年々減っているが，30～34才が逆

に増えており，2～3年後にどのような年令構成にな

(3）

るか興味があるところである。（表2参照）

4．レース別出艇数及び参加者数は，例年の通り，鳥

羽レースの出艇数及び参加者数が飛びぬけて多く，

出艇数125艇，参加者数743人，その内訳は会員572

人(77.0％)，非会員171人(23.0％)であった。今回

は鳥羽パール・レースの過去4年間の出艇数及び参

加者数について表にしてみた。クラスⅣの増加とク

ラスⅥの減少が目につく。（表3参照）

5．本部レースの支部別出艇数をみると，三宅島レー

スが関東支部レースになったため，総数では減って

いる。第1回小笠原レースを見ると，関東支部の艇

が77.8％，その他の支部の艇が22.2％を占めている。

なお，この表を作製するために各艇の出艇申告書

を見せて頂きました。氏名，年令，住所，電話番号等

についてほとんどの艇がきちんと書いてありますが，

その中に2～3枚，年令や住所等が書き落してあるの

があります。この艇は他のレースの出艇申告書でも同

じように書き落してあります。出艇申告書を提出する

際には書き落しのないようにお願いします。

（加藤誠）
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表4本部レース・クラス別出艇数表5関東支部レース・クラス別出艇数表6本部レース・支部別出艇数

（4）
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表2過去3年間の年令別レース参加者数 表3過去4年間の鳥羽パール・レース，
クラス別出艇数及び参加者数

時のレース（平均速度が遅いレースー第29回大島，

第2回大島・神子元島,1979年初島レース)では大型

艇が優勝し，反対に，強風時のレース（平均速度が

速いレースー第24回神子元島第17回小網代ｶｯ

ブ，第6回大島・初島レース）では，中・小型艇の

フリートが優勝している。この結果から判断すると，

昨今，ハンデイキャップを決める際に，レース毎に

平均風速を考慮し，修正を行なうという方法は，

1979年度のNORCのレースについては適当ではな

いという結果になっている。

3．更に，軽風時のレースにおける大型艇の平均速度

のバラつき及び強風時のレースにおける小型艇の平

均速度のバラつきは，前者はコース・ナビゲーショ

ンの巧拙，後者はセーリング・テクニックに因るも

のと言えよう。

4．一方，順風のレース（第20回鳥羽，第24回神子元島

レース)における平均速度のバラつきは，トラブル艇を

除き，全く無いと言っても良い程であり，着実に参

加艇の七一リング・テクニックが向上していること

を示すものと思われる。加えて,風速の変化に富んだ

レースでも修正1位艇のラインの辺りに大型艇から

小型艇までの各クラスの上位艇がそろって進出して

来ており，上位艇に限って言えば，乗り手の技量お

よび艇の性能はともに同じレベルに達して来ている

と思われる。

5．一方，xトン・クラスの参加艇の減少と成績面で

の後退は，昨年と同様の傾向であり，％トン・クラ

ス及び％トン・クラスの伸びと顕著な対照を示して

いる｡(児玉萬平）

2．レースの結果

1979年度のレース全体の特徴をV･Rグラフから分

析する。

a、縦軸は,平均速度V(レース距離／所要時間)を示し，
ノットで表わした。

b.横軸はレーティングR(フィート）を示し，各トナ

ー(％～2トン）の基準レーティングを▲印で表わし

た。

c、各艇の平均速度を計算し，表中にその位置を＋印

によりプロットした。

d.各レースにおける修正1位艇の修正時間をもとに

して，レーティングに対応する修正1位の曲線を書

いた。

つまり，この曲線と交差する位置にある＋印が各

レースの優勝艇である。

但し，修正時間は，本部レースの第1回小笠原レー

ス，第5回洲本レース，第12回八丈島レースはT.M.

F.により算出し，その他の本部・関東支部レースはT

C.F.により算出した。

へ

1．レース出艇数と参加者数の項に書かれているよう

に，前年度に引き続きクラスIなどの大型艇の進出

が目立つ。反面1トン・クラスなど大型艇と中・

小型艇の間のクラス艇の増加はほとんど見られない。

従って，グラフの上では％～％トナーが中心の中・

小型艇のフリートと2トン以上のフリートに大きく

二つのグループが出来つつあるように見える。

2．又，この二つのフリートの差も興味深い結果を示

しており，一般に大型艇が不利と言われている軽風

（5）
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第1回小笠原レース(515浬） 第5回洲本・小網代レース(315浬）
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第12回八丈島レース(290浬） 1979年初島レース(48浬）
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第6回三宅島レース(160浬） 第6回大島。初島レース(82浬）
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Ⅲ種類別にみた事故の内容

ここでは事故を種類別に詳細に分析した。事故の中

で重要と思われるものは，発生した状況，原因等につ
いても触れてみた。

種類別にみた全体の傾向としては，セールの破損が
極めて多く，スパーのトラブルも増加している。航海

灯の事故についてはこの3年間着実に減少している。
1．船体

船体の異常に関しては9件報告されており，その

内4件は，スタート時の衝突による船体異常であり，
1件は暗岩へ乗り上げたため船体の一部を破損して

いる。また，浮遊物に衝突したためスケグ部分が破

損した艇の報告もあった。但し，いずれも大事には
至っていない。

2．スパー

スパーに関する事故は,この3年間では最高の21件

が報告されており，これは昨年の3倍である。ここ

に報告されているほとんどがワイルド・ジヤイブに

よるブームの破損とスピン・ポールの破損である。

強風のフリーでスピンネーカーを極限まで使用する

艇が多いため，セールのトラブルとともに増加して

いる。ディスマストは2件報告されており，いずれも

シュラウド・タングの材質に起因している。

3．衝突．乗り上げ

この種の事故も増加している。多くはフィニッシ

ュ直前に小網代沖定置網に乗り上げるケースである。

船体のところでも述べたが,浮遊物への接触スタ

ート時の接触神子元島暗岩への乗り上げなどが報
告されている。

4．ラダー関係

ラダー関係の事故は7件発生している。浮遊物に

衝突して舵軸を折った事故があり，その際補助ラ

3．レース中の事故

I事故の傾向

1979年度の事故の発生は昨年度と比べ，事故件数で

約35％の増加，事故艇数で約65％と大幅に増加してい

る。過去4年間の出艇数の推移と比べてみると，事故

の発生は年々 増加していることが分る。(表7参照）

昨年度は平均して全出艇数の29％が(前年は18％)何
らかの事故を起していることになり，高い事故率を示
している。

事故の種類については，毎年ほぼ同じ割合となって

おり,NORC主催のレース中の事故の一般的傾向が把
握出来る。

また，レース別に過去4年間の事故発生率を一覧表

にした。この表からレースの事故率と我々が各レース

に対して無意識に持っている危険度とを比較して事故

に対する再認識をしていただきたい。

一

Ⅱレース別に見た事故の発生率

事故発生率が1桁台のレースは，初島レース，大島

レースのわずか2レースにすぎない。八丈島レースに

至っては,80%の艇が何らかの事故を起しており，件

数から見ると180%(1艇で1.8件）の高率になって

いる。この事故の分析は，相模湾を中心にしたもので

はあるが，9月～11月の秋に開催されるレースが風力

6以上の天候で行なわれたことにより，事故の発生が

例年よりも多くなっている。

過去4年間のレース別事故発生率を見ると，春から

夏にかけてのレースは沖縄レース及び洲本レースを除き，

比較的事故が少なく，八丈島レース，三宅島レース，

大島・初島レース，神子元島レース，小網代カップ・

レースと秋に行なわれているレースは，それぞれ高い

事故率になっている。
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表7過去4年間の事故推移 過去4年間のレース別事故発生率表8
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eシートによる頭部裂傷一一1名

②アフター側のブロックが破損し，クルーの腕に

あたり打撲負傷一一1名。

③ブローチング中にブロックとシートの間に指が

はさまれ，裂傷－－－1名。

6．セール

事故全体の約4割を占めており，昨年の30件に比

べ2倍の67件が報告されている。このセール事故の

多くは強風中のフリー帆走時の事故である。

7．その他

フォアスティのセール用アルミフォイールの事故

が数件発生しており，明らかにフォイールの構造上

の欠陥であるとの報告が出されている。
（鎌田稔）

グーは全く役に立っていないことが報告されているc

その他はティラー破損やポスト・ナットのゆるみや

破損などがある。

5．乗組員の落水，傷害

八丈島レース，神子元島レースにおいて各1名の

落水事故が発生している。ライフ・ジャケットを着

用していたために大事に至らず救助されている。

傷害については小網代カップ・レースに集中して

いる。この傷害については特に詳しく述べることに

する。

①ワイルド・ジャイブによるブーム・パンチ

①頭部裂傷－－6針1名，4針1名

、頭部強打一一1名

⑤顔面強打一一右目斜め上裂傷1名

事故の種類

#|;|I
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表9レース別事故発生件数一覧表

二
雪
唖
車

76年度
77年度
78年度
79年度

ユ昼

I60

スタンディング

{l■

同沁3

０
５
０
５
０

Iゞ？
】

ワ
〕

'曲
'6

］

］

|ｳ

」l

研
３
１

８
一

I

l
－l
Dr
l
1

％)｜
【

！

』

。

，

‐

。

ｎ
叩

１
月MMM ＃酢IIIIML_if
そ
の
他

衝
突
・
乗
揚
げ

火
災

船
体

ス
タ
ン
テ
ィ
ン
グ

リ
ギ
ン

航
海
灯

無
線
機

乗
紺
貝
の
藩
水

慨
脊

ラ
ン
ニ
ン
グ

リ
ギ
ン

ス
バ
ー

七

I

ル

フ
ダ
ー
関
係

表10事故の種類別発生率 表11事故の種類による年度別発生状況
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本部船寄りから<EMILYIII>,<CHUBURINKOV>

のスタートが光っていた。

1545ごろ，レース艇もそろそろ初島を回航するかな

と思いつつ，仕事もフィニッシュ迄一応楽になり，ひ

と休みしていたところ，突然<RODEMVl>が見える。

結局<RODEMVl>は，ブーム及びスプレッダー・ト

ラブルのためリタイアとわかりほっとするが，念のた

めと思い,<RODEMVl>の方にレース模様をたずねて

みると,1430ごろ初島回航している艇があるだろうと

のこと。3時間半で初島へ，そして復路はクォーター

だと思うと･･…｡。あわてて,1600フィニッシュ・ライ

ンを作りに出る。するとマーク打ちの最中，なんと沖

にヨットが見えたので，急いでコミッテイーのフイニ

ッシュ体制をつくる。16:46:40,白とオレンジのハ

ルの<SUNBIRDV>が夕暮れの中，ファースト・

フイニッシュ。所要時間5h-46m-40s,すばらしい速

さである。次いで,<BIGAPPLE>がスタートの出遅

れをとりもどして17:14:36にセカンド・フィニッシ

ュ。以下,<GEKKOV>,<ROCINANTE>,<雲柱〉

と大型艇が続き，5着にスタートのトラブルをはねの

けてクラスⅣのく慎記郎〉がフィニッシュ。

18:34:10,17着でクラスVの<DOLLYI>が小

型艇団の中でファースト・フイニッシュ，所要時間7h

-19m-10s｡<MERLUZAV>,<CHUBURINKO

V>と続く中,1850ごろ夕闇の中，ディスマストの報

告のあったく天城II>が自力帰港し，本部船に近づく。

渡辺艇長の話によると，負傷者ありとのこと，すぐに

コミッティー本部に救急車の手配を依頼する。

19：08：56，27着でクラスⅥ最初の<TRACER>,

次いで1分30秒後,<PEGASUS>がフイニツシュ。あ

と13艇である。

19：54：55,クラスVの1艇がフィニッシュ,あと2艇

(クラスvが1艇とクラスⅥが1艇)となるが,なかなか

見えず，天気の方も雨が降り出してきた。2100ごろ沖

に1艇発見，もう1艇はと思っていたところ，沖の1

1980年初島レース

レース委員長楯正親

1980年代，関東水域におけるオフショア・レースの

幕開けともいえる初島レースは，4月5日に行なわれ

た。沖縄レースを間近に控えたためか,<SUNBIRD

V>,<GEKKOV>,<ROCINANTE>等の大型艇の

参加もあり，エントリー53艇，出艇申告48艇となった。

天候の方も朝から,SWの風10m/s前後,波高2mとい

う状態でコミッティー側としては，速いレース展開に

なりそうな様子に秘かに喜んでいた。

0730,シーボニア･キャプテンズ･ルームにおいて出

艇申告を開始，0830の艇長会議予定時にそのピークを

むかえて，不慣れな我々は少々混乱気味であった。

艇長会議も終わり,NORCの新役員となられた小林

和太郎常務理事と共に0950出航。1040,スタート・ラ

イン作製完了。1100のスタートに間に合うことができ

た。

1100,クラスI～Ⅳスタート，初島コースにほぼ直

角にラインを引いたので，ポートでスタートの様子で

あったが，実際はかなりエキサイティングなポート，

スターボードのクロスによるスタートであった。この

中でスタート30秒後，クラスⅣのく慎記郎〉と<SEA

TIGER>がボｰﾄ，ｽﾀｰポｰドで接触ｽﾀｰポｰ

艇のく慎記郎〉はポート側にダメージを受けたがそ

のままレースを続行，ポート艇の<SEATIGER>は

ダメージはなかったが自主的にレースをとりやめ,DNF

となった。原因は,<SEATIGER>のベア・アウェイ

の際，シートがからみ，出せずベア・アウェイ出来な

かったことらしい。

1115,クラスV～Ⅵスタート，こちらはクラスI～

Ⅳとは少々違い，もの静かな中，スタートして行き，

へ

へ

難
樺 蕊 #我溜

隼
謹 幸

》

… 登鍾燕

瀞、篭
可
も
。
』

出
金
”

亀
蕊織I

寵 準亜

鄙

,が

~

弾錬‘鶴『

:悪溌認溌獄繊
竺塑?◆甲…

完全優勝艇<SUNBIRDV>Bグループのスタート風景

(11)
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1980年初島レース成績表
レース委員長楯正親

艇が大網附近で動かなくなり，発光信号を放って

いるのでシーボニアより救助に向かう。この間，

もう1艇のDNFの知らせが入り,2310ごろ同艇の

救出完了をもってレースは終了した。

結果は，48艇出艇,DNS1艇DNF8艇。ファ

ースト・フィニッシュ,Aグループ1位，総合優

勝は<SUNBIRDV>で完全優勝を果たし,B

グループ1位は<DOLLYI)であった。また，

レース展開は，終始SWの10m/s前後の風(初島附

近では，地形によると見られる風の振れ，風の強

弱があった）であったため，各艇共，ク･ローズ－

本で初島をめざし，復路はスピンで小網代までと

いう単調なレースであったといえるだろう。

1980,4,5

クラス

順位

･ヤール

番号
総合

順位
名 所要時間艇 修正時間TCF

AクラスI～Ⅳ

血
、
②
３
４
①
２
３
ｍ
②
③
④
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
皿
週

Ⅲ

SUNBIRDV

雲柱

BIGAPPLE

GEKKOV

ROCINANTE

光

EXPLORER

SOLTASII

慎記郎

VEGAV

青海波

SEAHEILⅥ

波勝

龍飛111

祥鳳

ARCH

雪風ⅡI

竜馬

海猫

MASTEYNAIII

飛車角II

０
１
９
０
６
０
８
１
０
０
０
０
５
０
２
６
５
１
６
８
０

１
１
９
０
０
２
２
０
２
５
４
２
６
０
８
３
１
３
１
３
１

７
６
２
０
３
７
５
０
２
８
６
６
９
９
０
６
５
３
１
３
６

１
２
２
２
２
１
２
２
２
１
２
２
１
１
２
２
２
２
２
２

①

3

4

7

8

13

14

19

2

5

6

9

10

11

12

15

16

17

18

20

21

６
４
５
８
８
５
１
８
０
０
９
０
９
０
０
０
９
０
０
０
７

７
０
６
４
４
２
３
６
２
５
８
４
１
３
７
０
０
４
５
６
３

８
１
４
２
２
８
０
０
６
５
５
５
５
５
５
６
５
５
５
５
４

８
８
８
８
８
７
８
８
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

●
●
●
■
■
●
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
。
■
●
■

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
４
６
０
５
０
０
６
３
３
８
７
８
８
０
５
２
８
８
９
２

４
５
３
２
５
５
２
５
１
４
０
３
３
２
４
０
３
４
４
４
２

６
０
４
８
８
１
６
６
４
０
９
９
３
３
４
９
５
５
６
５
４

４
３
１
２
２
０
５
１
５
０
５
０
１
１
１
２
３
４
４
５
１

５
６
６
６
６
７
６
７
６
７
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８

２
７
６
８
７
５
１
１
８
８
５
６
３
４
３
８
４
３
６
３
０

４
４
０
１
４
０
２
３
３
３
０
５
０
２
０
１
０
１
２
４
４

７
６
７
０
０
０
４
２
５
７
８
３
６
６
９
１
２
１
２
９
７

０
１
１
２
２
３
３
５
１
１
１
２
２
２
２
４
４
５
５
５
０

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６

へ

1980年レベル・レース

スプリング・シリーズ

小風知貞

今年のレベル・レース．スプリング．シリーズ

はオリンピック・コースが3月29日，30日の両日

で3レースと,50マイル・レースが4月5日の初

島レースに相乗りの形で行なわれた。

50マイル・レースについては，載っているので，

オリンピック・コース・レースの報告を致します。

最近の傾向として，各クラス共，エントリー艇

数が伸びず，今シーズンも，

クラスⅣ－6艇，

BクラスV～Ⅵ

２
９
６
６
０
４
９
６
４
７
４
１
２
０
９
７
２
０

９
７
６
１
１
０
２
４
１
９
３
７
０
７
１
６
５
６

９
２
４
６
５
０
１
６
８
８
２
３
８
５
２
１
９
１

１
２
２
２
２
２
２
２
１
１
２
２
１
２
２
２
１
２

ｍ
②
③
④
⑤
６
７
８
９
ｍ
ｕ
皿
圃
皿
、
②
３
４

DOLLYI

CHUBURINKOV

MERLUZAV

JEREVIENSIII

SPITFIRE

NIMBUS－2

SYLPHIDES-2

EARLYBIRDV

陽焔II

TORNADOII

桃李II

DELPHINA

TSURUGI

MANBOwII

PEGASUS

TRACER

TOMAHAWKIII

BUNBUN

０
５
９
０
３
７
６
７
０
３
５
５
２
５
３
６
０
２

１
０
３
５
５
５
０
５
３
４
１
３
５
５
３
５
１
３

９
７
５
４
３
６
０
９
８
９
０
１
８
９
５
３
６
１

１
２
２
３
３
４
０
５
１
１
３
３
３
３
５
５
２
３

７
７
７
７
７
７
８
７
８
８
８
８
８
８
７
７
８
８

クラスV－6艇，

クラスⅥ－4艇

と少なく，いささか淋しいレースでしたが，各ク

ラスの現有勢力からみて，まだまだ多くの参加艇

があって当然と思われます。各艇とも，奮って出

艇されることを期待致します。

第1レースは，スタート時に，風速3～4ktが

途中で1～2ktと落ち，各艇とも3時間を越える

レースとなり，最終レグを短縮してフィニッシュ

としましたが，神経戦の様相で，タイム・リミッ

トにかかった艇が，クラスⅣで2艇，クラスVで

2艇と出てしまいました。近年の軽量化競争の結

果，旧艇との重量差が大きくなり，このレース成

績に表れたものと思われます。

第2レースは，翌日行なわれましたが，前日と

一転して強風下のレースとなり，約半数はワンポ

イント・リーフにての帆走となりました。各艇と

も好調に走っていたようであります。

第3レースは,若干風は落ちたものの,この季節に

へ

DNS･･･…POINCIANA,

DNF･････RODEMVI,天城II,SEATIGER,EMILYIII,

|EXCEPTONE,CHINAMIIII,SUNSEED77,RODEMV

(12)
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1980年レベル・レース・スプリング・シリーズ成績表

ク
ラ
ス

第1レース10M 第2レース10M 第3レース10M 初島レース48M 総合

順位

得点
△含＋
pRI

艇名（ハンディキャップ）
時間(下は修正） 順位

占
岬

昼
唖

タ
グ
ｑ
Ｏ 時間(下は修正） 順位 時間(下は修正） 順位 時間(下は修正）得点

占
押

旦
咽

タ
グ
寺
Ｉ 順 位

占
師

呈
判

〃
ａ
ｆ
ｌ

ハ
ｅ

ｖ
Ｖ
ｍノノｃ

恥
部
ＥＶ
６

０５８１ ３
３
０
０
９
８
０
０

３
３

８
８
１
１
９
８
２
２

１
１

３
５
４
５
０
５
０
５

７
６

６
６
１
１
５
４
５
５

１
１ 37： l“３ 3 ３4 4 4 2

l898SEATIGER

29sec/mile
２
２
３
４
３
８
３
２

１
１

４
６
０
１
３
８
０
５

２
１ lをDNF 5 2 6 DNF 5ム 61 1

1900魂飛
13sec/miIe

６
６
５
４
５
３
０
０

３
３

２
３
４
３
６
４
２
２

１
１

６
９
２
１
４
２
５
５

１
１

８
４
２
０
３
３
１
０

７
７ 4& 1“３ 4 314 ３ 4 4 4

2220慎;d郎
0sec/mile

6』 ①6』 26：2－52－53 1－17－ワq
AA■やり 9；２ 1－48－05I 6－54－13 11、

2512雪風m
lOsec/mile

３
３
０
２
４
２
３
３

１
１

６
６
５
１
８
７
５
５

１
１

２
２
３
３
５
７
３
２

７
７

DNI 1 6 5 ２ 5 ７1 ３ ｡

‐
Ｋｍｊｃ

波
韮
海
陀
１
，
畠

０４６２ ２
２
３
１

９
９
４
４
２
２

６
６
１
５
２
１
２
２

１
１

２
２
１
５
１
０
５
５

１
１

８
２
０
３
９
７
５
５

６
６6｝ ②51 2 ５ ３閉 6 224

I， I623EMILY lム １
２９DNF 5 2 2 ５ DNP1 ｡

l897TORNADOII ③15と2 5 4を2 ＊DNS5 1 6－03－48 4

2004NIMBUSI DNSI〕NS 1 DNS ３1 5－38－55 ９ 6］ '■

L■

2234桃季Ⅱ 6： l3lDNF 1 ３4 1 6－10－20 ３ 4豆

2279CHUBURINKOV 61 ，〕 4 1 ＊DNS 5－24－03 2031 ］ 93

②2616JEREVIENSm 6』 7ムー 18:3 ＊DNS 5－30－071 4 1 ２

へ Ⅵ ③2160BUNBUN 4 ］ ３ ２ 5－56－32 ３ 9曲 ３ ３

2167TRACER 41
t2 ②3 2 2 ３ 5－29－14 2 10ム4 1

2219PEGASUS 41 ①4』 4』 6嵩 19ム1 5－27－391 1 1

2260ROI)EM， 1ム2 ３ DNF 7ム3 2 4 1 4

*印はﾘｺｰﾙ

ありがちなW～Sへの風のシフトに，スタート直後は，

各艇とも悩まされたレースとなりました。リコールが

3艇ありましたが，いずれも未復帰のため，止むを得

ずDNSとしました。

総体的に，帆走状況については，クラスⅣにおいて，

3レースともく慎記郎〉とく青海波〉の好走が目立っ

ており，<慎記郎〉のクローズ・ホールドでの若干の差

が，結果に表れたものと思います。クラスⅥでは，

<PEGASUS>が好調で,3レース共トップは立派であ

ります。

2日間を通して，微風から強風までの種々の海況で

のレースとなり，参加艇にはかなり面白いレースが出

来たのではないかと思います。

西浦半島を抜けると9～10恥に風速が増す。この程

度の風ではフルメイン，マキシスターでのアビームに

最高だ。ティラー・イクステンションをチョンと引く

だけで真すぐ保針出来る｡8kt｡1840,風が後ろへシ

フトし始める。1920,風速6～7雛でデットランにな

り波が出て来て走りにくい。5～6kt｡

後続艇が少し近づいたようだ。

中電火力を9時に見るあたりでジャイブする，と同

時に風が横に廻りスターボードのアビームとなる｡風速

8～9%｡7kt｡5分ぐらいで又シフトして風向きが

60.になる｡風速は10～12恥でブローチングを2度くり

かえす。スピン・ダウンしてライトゼノア・アップ。

風が又も前にシフトして40｡・

野島をトップにて通過。ジャイブしてから野島まで

に他艇を大きく離す。野島通過後，風がなお強くなり

No.2にセール・チェンジをしようとしたが，もう一本

のジブ・ハリヤードが上がらないので，やむをえずラ

イト・ゼノアをダウンして，今まで使っていたジブハ

リでNo.2アップ。この間10～15分，船足は4ktに落ち

る。再度走りだした時には2番手くナルミ〉が野島ま

で来てしまった。野島から野間まではクローズホール

ド・フラットリングリーフNo.2にて6.2～6.8kt,登り

角度25.,ヒールアングル25.,実に気分が良い。3度目

のタックにてNo.2のリーチを破ってしまう。やむなく

No.3にチェンジ。風速15%,風向NW,波が悪くなっ

て来たので，5.5～6.5ktに艇速ダウン。登り角度も30。

になってしまった。No.3にしてからは他艇とあまり速

さが変わらないようだ。5回のタックにて野間に取り

着く。

野間の手前にてトラブルのあったジブハリが飛んで，

二里

野島レースに完全優勝

<朝烏〉加藤好憲

日本南岸に横たわっている前線の影響で，風がどの

ように振れて行くのか気にしながらスタート・ライン

へ20分前に着く。東の風6～7礎のポートアビーム・

スタートなので，フルメイン，ライト・ゼノアにてﾔﾉIL
，云

す。スタート3分前よりラインから離れ，2分前にタ

ックしてラインに向かう。同時にスピンセット。

レース艇で一番コミッティー・ボート寄りをジャス

ト・スタート。スピンアップ，ゼノアダウン，7～8

kt・コースはダイレグトに野島向け。

(13）
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ランバクとメインのリーフロープにぐるぐるにか

らんでしまっているのを発見。20分ぐらいかけて

取りはずす。この間タック不能。野間灯台にどん

どん近づい.てあと300m位でタック可能になる。

野間灯台から回航ブイまでは,クローズド.リーチ

．フラットリングを解いて走る。風速15～18nk,

7～8kt。このレグで又，後続艇に差をつける。

NWの風になってから非常に寒い。波しぶきがすご

い為，バウワークしていた林が息が出来ないと訴

える。

回航後，風がNWからWに振れる｡フルメイン，

スーパースターにて9～10ktにて快走する。

2番手とは，回航後15分位ですれ違う。30分の

野島レース成績表 レース委員長重盛忠誠

総ク

両斤要時間修正時間ラ
合ス

9-26-547-25-1411

10-10-527-59-4622

10-29-578-07-2744

10-49-578-26-4255

11-30-069-15-3186

10-31-098-00-5633

11-32-558-36-0561

11-58-358-46-O872
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2番手とは，回航後15分位ですれ違う｡30分の差を

つけている。又風が振れてWSWになる。15恥の風を

受けてのスピンのアビームは少々きつい。ブローチング

ぎみで走っている時に,〈スーパールーシー〉が20m離れ

て上をすれ違って行く。冷汗が出る。2度目のブローチ

ングでスピンシートのスナップ・シャックルが飛んで

しまう。アフターガイ側からスピン回収せねばならな

いが，人力ではとても不可能だ。スピンがはためきま

くってマストが折れないかと気がきでない。下が野間

灯台なので下ってメインの影で回収したくても出来な

いので，デッキ上は（声が飛びかい修羅場になる。10

分位で灯台通過。バウを下に振って，メインの影でス

ピン回収。ワンポイントリーフ。メインセールだけで

ランニングする。数分間，クルー一同なにもしたくな

くなって座りこんでしまう。気を取りなおしてNo.3アシ

プ。これが精一杯。ジブを大きいのに変える気になら

ず。

野間より野島までは，デッドランの為，ジャイブを

3度する。風速15～20礎，波高3～4mの夜間ランニ

ングの為，ジャイブはタックジャイブをする。私は気

が弱いのです。ミスしてトラブルは起こしたくありま

せん。艇速は8～14kt･波の為ワイルド・ジヤイブを

しそうになる事も数度あり。このレグがヘルムに一番

気を使った。腰を低くしてメインシートからは，クル

ーを遠ざけて，一刻も速く野島に着く事を願う。ヘル

ムを取っていた山崎は，歯をくいしばっていたので，

後でアゴが痛くなる程だった。野島の灯台の光が真近

に見える。もしミスって島にぶち当ったらこの船はど

うなるのかな？と，ふっとそんな事も考える。このス

ピードならキールはポロリ，船はパックリ，人間はピ

ヨピヨ。クワバラ，クワハラ。

フリーになってから，渡辺，青山が船酔いにかかる。

ケロするたびに「落水するな.／腰を低くせよ.／｣とど

なりまくる。後ろには，ヨットの航海灯は見えない。

かなり離したようだ。野島無事通過。

野島より西浦は,クローズド・リーチの片登り。トラン

シーバーでコミッテイーを呼ぶが，応答なし。ヘルム

が楽なので，フルメインにする。

7.5～9.5kt｡15恥。佐久島横で,20恥に強まったの

で，ワンポイントリーフする。艇速変わらず。フィニ

ッシュ20分前にスターボードのランニング･バックステ

ーがトップから落ちてきているのを発見。しばらくそ

のまま走るがブローで25聡位のが来るので，ツーポイ

ントリーフにする。これでポートのランバクだけでタ

ックも出来るようになる。

日産マリーナの灯台をねらって行ったらどんぴしゃ

りでフィニッンュ・ラインを確認。フィニッンュ。

へ

野島レース，スタート

律冨
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後かたづけもそこそこに,マリーナに頼み込んで風呂

に入れてもらう。風呂の中で，完全優勝を知らされる。

これ以上言うことなし。

乾杯／

オソドリ返上.ノハヤドリと改たむ／
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救いの紙「宝く
NORC玄海支部広報係片倉静江

宝くじを買い始めてから11年になる。全国ジャンボ

くじには興味がなく，専ら西日本地区だけのくじで，

金額も1回で10枚千円と決め，組と番号はバラバラで

下一桁を0から9まで揃えるので百円2枚は必ず当る

事になり，「バラで十枚下さい」とか，前後賞付の場合

は通し番号で買う。当って戴き物，当らなくてもさわ

ぐ程の資金でないし，友人と会社の同僚3人共同で買

っていた頃一千万の一字違い一万円が当り3等分した

事もあった。しかし一万円以上はそれ一本だった。

七年目か八年目に入った頃友人達と屋台でラーメ

ンを食べていたら，側でチビリチビリ飲んでいた年配

の男性が私達の宝くじの話に言葉をはさんできた。賭

博でメシを食って五十年とおっしゃる御仁曰く「たと

え宝くじでもバクチはバクチさ。仲間と仲よく割り勘

しましょう？当ったら半分は人にあげるつもりだっ

て？馬鹿馬鹿しい。バクチというものはな，俺様の

金で俺だけが戴くんだという気がなけりゃ宝くじだっ

て当るもんか./｣｡その悪魔のような畷きを聞いたから

ではないが，友人が転勤した事もあり，同僚との精算

も煩わしくなっていた頃だったので，それ以来一人で

買い出したが2年位はサッパリ駄目だった。それが忘

れもすまい去年の6月7日，百万円がやっと当った。

嬉しかったの何のって，かてて加えてその宝くじが何

とヨットのデザインとはこれ如何に／かき集められ

るだけの金を集めて頭金をつくって26フィートを手に

入れた直後のアリラン・レース出場は，サラリーマン．

オーナーにとって大変だった。弟から○十万円借り，

その前月にはそれ迄乗せてもらっていた21フィートの

オーナーに払う○十万を銀行から借り，合計八十万の

借金にアップアップの頃で，夏のボーナスの半分以上

は新艇にとられる事になっていただけに，この百万円

は嬉しかった。しかし本当に当っているのかどうか自

分でも半信半疑で，銀行に名乗り出た日,「おめでとう

ございます」と言われて立ち上った途端にテーブルを

(15)

膝小僧でけってしまい，卓上の金物の灰皿がけたたま

しい音をたてて床にころがり，それを取ろうとしてか

がんだら胸のポケットの小銭がジャラジャラと飛び散

り．…．．｡(貧しいオーナーはたった百万円であがっちゃ

うんですね｡）

そういうわけで借金は返済し，又買い続けた。もう

四，五年は当るまいと思っていたら,10月に十万円が

又当った。如何にも秋らしい栗の図案で海には関係な

かったが，これも救いの神だった。団体予約で手違い

があり，パリのホテルから添乗員が国際電話をかけて

きて，2，3日弱っていた。その後どうにか片づけて

飛んだという電話を受け取ったものの，国際電話代を

どこから捻出しようかと困っていた矢先の事，早速こ

の宝くじの代金で支払った。

第一勧業銀行の統計によると,1回から5回目位の

時に高額に当る人と10年目あたりの人と大体半々だそ

うだ。私の場合10年目に百十万もらった事になるが，

その間に約二十万円使っているので純益（？）は九十

万になる。「ヨットが岩にアタルゾ」なんて言われてい

るが，前のヨットなんて大安吉日を選び，ありがたい

御札までつけていたのに進水式の日にキールが捨て石

をかすって3糎ばかりめくれたし，その後浅瀬に乗り

上げた事もあるので気にしない事にしている。何せ御

本人自身9年前に横断歩道上で車にもアタッテいる位

の当り屋。とにかく財政困難な時に多くもなく少なく

もなく，一寸余る程度の金額の宝くじが当るのも全く

不思議で，ヨットのデザインの宝くじでヨットに関係

する借金を返したのも考えれば愉快で仕方がない。

今日もバラで10枚買った。そろそろ又当りそうな気が

する｡(夏には必ずヨットを図案化したくじが売り出され

ます。皆さんも買ってみませんか？1回で当るか10

年かかるか，そこが又お楽しみで。私も勧銀から宣伝

料でもせしめてスピンを買うつもりです｡）

（イラスト：柳沢昭子）
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|’ 上下架についての洋意事項

四日市ヨットクラブ会長

加藤蔵男(58才）

l1

四日市のヨット・ハーバーは，命勾配(10mで1m

の傾斜）のスロープがついています。四日市港監理組

合が提供してくれたものです。スロープ延長50nl,巾
10mです。四日市ヨットクラブのメンバーはこのスロ

ープを利用して上下架を行ない，船底の手入れ塗装，

エンジンの手入れ，各部の修理等を行なっています。

上架の時は各自の船台を水中に押入れ，水中の船台上

に自分のヨットを固定し，自分の車で引っぱり上げま

す｡25フィートぐらいまでの小型艇は直接船台にロー

プをつけて引っぱります。ハーフトン以上になります

と，滑車をつけてゆっくり引揚げます。重量のある艇

はトラックやジープで引っぱります。

昨年末,当クラブ員の艇が下架の際,たまたま私は現

場に居合わせたので，いろいろと作業の指示をしてお

りました。（最古参で，年長者でしかもスロープの計

画をし，監理組合に強引に作らせた経験もあるため）
歯止めはずせ.／船台の進行方向修正せよ.／スロ

ープにゆっくり乗り入れよ.／船台滑走止めロープ支柱

（鉄柱）に巻きつけろ.／方向よし.／等々，指示し

ながら徐々に水平面より斜路へ動き出し，約半分まで

斜路へさしかかったとき，突き離し，ゴトンゴトンと

音をたてて水面に向かって走り出しました。ところが

いつもよりやや速度が速いため，滑走止めロープ。の効

(16)

きが悪いと思い突差にロープの方へ走り，ロープの端

を取りに行ったのです.／

丁度，日幕時。作業にかかったのは明るかったので

すが，手間どっているうちに暗くなってしまいました

が，皆，勝手が判っているので作業を続けていました。

その時，足元に不注意でうっかり動いているロープ

に足首をとられ転倒しました。

ロープは体と一緒に滑り止め鉄柱に近づきます。こ

の勢いでは数秒たたぬうちにとどき，数トンの重量で

足首をロープに巻きつけ，鉄柱にもぎとられるに決っ

ています。

大声でわめきました。

足がちぎれる〃船を止めよ.〃足がちぎれる〃

ロープ･を止めよ〃

現場に居合わせた数人がかけ寄り，運動会の綱引き

のように引戻す者，ロープを足で踏まえる者，船台が

止まるよう取りつく者，それぞれ懸命に引戻した結果，

小生の足は鉄柱の根元5センチぐらいのところで止ま

りました。そばに居合わせた人に体をだいてもらいス

ロープの巻付け回数と同数だけ鉄柱を回してもらい，

やっと命拾いしました。あまりの恐しさに，その場に

うずくまってしまい，傷の点検などできません。皆か

ら「足はとゞうなりましたか」「痛みますか」「気分は

と､うですか」と言われましたが，しばらく口もきけま

せん。

あの数秒間の出来事を思い出し，もしあの時，その

まま足首がねじちぎれたら.／左足の付根から切れた

ら生きていられただろうか.／その痛さはどんなもの

だろうか.／耐えられるだろうか.／いやおうなしに

受けねばならない苦しみと痛さ.／もし生きていられ

たら片足がないのか，足の根元からないのか，松葉杖

が入用だろう.／次から次へ，ゾーとする恐しさが止

めどもなく続きます。

しばらくしてから，ヨット仲間の外科医のところへ

連れていってもらい，レントケンなど一通りの診察を

受け，打撲とねんざとすり傷の手当をうけて帰りまし
た。

その夜から当分の間，事故の悪夢に悩まされ続けま

した。松葉杖をついてヨットに乗れるだろうか，シン

グルハンドは無理かな，弁当水筒持参で誰かの船に乗

せてもらうかな，ビッゴのクルーを使ってくれるかな，

情けないな……．等と。

上下架にはくれぐれも御用心。ローブ。に足を取られ

て死んだ漁師も沢山います。遊びで片輪になったり，

命を落したりしないように十分注意して下さい。

四日市ハーバーも上下架はクレーンを使うようにし

たいと思います。将来はスロープ。にレールを引きウイ

ンチでゆっくり上下架出来るよう考えています。

小生，その後ようやく足も直り，〈アルゴバレーノ〉
昔トンとたわむれています。

毎邑

へ
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蓋

ン－マンの面々 田辺夫妻と森繁さん，土肥さん。

一

｢はきなれたデツキシユーズ」の出版記念パーティー

巴流〉内海勝利
。

一

一

麹
円熟した人々の集まりであった。

ヨット界では，鐸々たる人達。私がヨットを始めた

頃，師と仰ぎ，とても近寄れなかった人々，土肥さん，

飯島さん，柏付さん．．…｡，今ここに会すると，自分の

置かれている立場がいかに未熟かに感じられた。

10年程前に，西伊豆のロケで，「ふじやま丸」のお

手伝いをして以来，御無沙汰をしている森繁久弥さん

からは｢あんたは密輸でもしているのかね｣，なんて言

われてしまった。老いてカクシャク（失礼）。家族で，

のんびりと太平洋，パナマ，力リブの海，さらに大西

洋を渡るという事は，大そうお金がかかるものと思わ

れたのかもしれない。

鰹
■幸
一
韮

〃

＃ 1
1

、

▲
マ
の 輪 ？

A

1'1
＄

蕊4…
侠う潮風グループ。右端は総合｢rl会の前|Ⅱ武彦船長。

へ

さんが紹介して下さった。

熱海後楽園の社長ダイビング界の草分け，舵誌で

は一番先に読む「キャビン夜話」の筆者，私はもっと

いかつい顔をした，私なんぞ鼻にもかけてくれそうも

ない，と思っていたのだが，親しみのある顔で，言葉

をかけて下さった。「やっぱり海の仲間だ」それが，

第一印象であった。

前田武彦さんの司会で，渡辺修治さんが最初のあい

さつ，続いて飯島さんの音頭で乾杯。国会の委員会の

合い間にかけつけた石原慎太郎さん。森繁久弥さんの

、､ふじやま丸″談話，持前の素晴らしい話術で楽しま

せて下さった。もっと，もっと聞きたかった話である。

東京でなければ，出来ない，会えない人々との素晴

らしいパーティー，こんな機会を作って下さったロー

タス・オーナーの金原さんに感謝，感謝……。

イギリスにいる家内から届いた手紙の文中に，「金

原さんから，田辺英蔵さんの、､はきなれたデッキシュ

ーズ'′と手紙が送られてまいりました」と書かれてあ

った。

早速，油壺の別荘に来宅していた金原さんに，お礼

をのべると「今晩，田辺さんの出版記念会があります

が，一緒に行きませんか……」私は一度，田辺さんに

お会いしたくて，以前から，何かきっかけがないかと

内心思っていた矢先であったので，二つ返事で行く事

にした。

田舎者にとって東京の指定された場所に行くのは，

よほど時間の余裕を見ておかないと無理。地下鉄､､神

谷町'′を降りて，人に訪ねる事，三度。目ざすアメリ

カン・クラブにたどり着くと開会6時丁度。汗をふき

ふき会場に入り，あこがれの人田辺英蔵氏に，金原

(17）
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｜ン｜グ｜ル｜ハ｜ン｜ド｜・'し'一|ス|シナ濤＞を備えること［
航海計器など

｜行｜委｜員｜会|実。ランを認めては上”意見も出たが，今回はイン

フォメーション通りDFは

＊ポートピア'81のマーク

さる4月9日1800から船舶振興会ビル会議室におい

て第4回太平洋横断ヨット・レース実行委員会が開か

れた。

出席者，委員：秋田，大儀見，清水，嶋田，周東，武

市，山口，小林，松木

前回のレース参加者：戸塚弘，多田雄幸，堀江謙一，

小林則子,(武市）

国内では既に新聞雑誌に報道され，外国関係先へは

昨年末にレース告示を送った。外国の雑誌にも掲載さ

れ始めているが，外国艇の参加意志表明ははかばかし

くない。いよいよ開始まで1年余りとなったので，前

回の参加者を交えてレース参加へのアピール方法，レ

ースについての細目の決定などについて意見の交換を

行なった。

参加予定者の現状

戸塚氏から同氏のヨット教室関係で4～5名が参加

の予定とのこと。事務局には1～2名外国艇の参加に

ついての問合せがある。前回参加の堀江，武市氏は事

情が許せば参加したい意向である。

外国のヨットクラブ等への働きかけ

サンフランシスコにNORCメンバーの杉山洋子夫

人が在住しているので，同夫人を通じてサンフランシ

スコ周辺での参加勧誘活動をして戴くため，第1回追

加条項をレース告示に添えて発送し，ヨット関係機関

に働きかけて戴くが，清水専務理事が4月中旬渡米の

途中サンフランシスコ・ヨットクラブに立寄り，意見

交換を行なうことになっている。

レース告示の細目について

参加資格はスタート時満18才以上の者となるが，こ

の下限限度一杯のものからの参加予定者もある。

無線

2メガを使用，或いは4メガ以上の短波帯を使用す

るためには特殊無線甲以上の免状が必要であるが，こ

の点については検討を続け，近日中に結論が出るよう

通信委員会で策を練っている。

前回電源故障のため連絡が途絶えた艇もあり，今回

はエマージェンシーのための最低限の連絡がとれるよ

う予備電池をもつようにしたい。前回同様ロケーター

(18)

1980年のルールを適用す

る。1981年の新しいルールで建造する艇もこのレーテ

ィングで計算することとする。例えばNORC以外の

外国で80年ルールを計算しようとしても計算プログラ

ムを廃棄したため計算できなければ，データを貰って

NORCで計算する。

セールに関する制限を緩和することを検討したが，

色々と難しい点があるので，

スピンポールの長さの制限をなくす，

アウトリガーの使用を認める

の2点のみ緩和することによってツイン・ステイスル

等が使用可能となる。

賞

全参加艇を一率に順位を付けたのでは，ハーフトン

・クラスに気の毒な点もあるので，レーテイング22.5

フィート以下の艇の1位には別の賞を与えるなど，各

種の賞を設定することになった。

その他

レース中プロペラを使用しなかったことを証明する

ため，スタート前にシールする傾向があるが，参加者

間のトラブルを避けるため必要であろう。

安全備品のうち，シングルハンドには不必要なライ

フリング，旗竿は要求しない。水は1802の容量を必

要とし，二つ以上の独立した固定タンクでなければな

らないこととなった。

レースの運営について

フィニッシュ時の検疫，入国・通関なと．について，

特別な便宜を図って貰うことが重要なので十分関係官

庁の了解を得ておく必要がある。

参加艇を船積みしてアメリカに運ぶとき，当地の港

内での手順，手続きを旨くやってくれるところを当っ

て置かなければならないので，事前に協力要請をする

ことが確認された。

◎原稿募集◎

各水域の話題，失敗談，クルージング紀行，写

真その他何でも投稿大歓迎です。送り先はNORC

本部事務局OFFSHORE係まで。（福本）

得、

輿且
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玄海支部主催スプリング・レガッタ

第1レース

3月2日1030

ｵﾘﾝビ･ｿｸ･ｺｰｽ

第2レース

3月16日咽0

小呂の島4胸イル名 艇種艇

順位｜所要時間|順位｜所要時間

ジグザグ

ホンキイトンク

プリンプリン

ホットスーパー

ヴァンガード

マンタ

ネオアンタレス

アポロニア

ブルームーン

グレートベア

ワイルドダック

クオーターアツプル

鳴海屋丸

マルコV

レディバード

ピクニソク

マリエⅢ

ムーンライト，エクスプレス

FARll6

NIC30

NIC30

FAR920

DOU30

PAST28

FAR727

DOU33

GS30

HOL30

DOU30

HOL26

NOL30

HAY35

DOU30

DOU26

YA30

YA30

５
６
５
３
１
４
６
８
９
７
３
２
４

２
２
１
２
０
２
３
３
５
０
１
３
２

賂
喝
銘
記
弱
師
犯
調
製
媚
拓
蛆
別

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
皿
吃
喝

酩
釦
記
型
肥
媚
皿
鈍
副
躯
叫
別

Ｑ
’
一
一
一
一
一
一
一
Ｆ
ｌ
Ｆ
一
一
一
Ｆ
Ｆ

Ｓ
乳
輪
皿
鈍
駆
媚
帥
沁
Ｎ
釘
Ｎ
魁
銘
別
Ｎ
Ｎ

Ｄ
’
一
一
一
一
一
一
一
Ｄ
’
Ｄ
’
｜
’
Ｄ
Ｄ

１
２
２
１
２
１
２
３
１
２
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１

１

１
１
１

１
８
６
２
９
４
５
Ⅱ

NORC玄海支部広報係片倉静江 ３

小戸の集い◎
1．小戸ヨツトクラブ(OY.C,)第2回集会。

3月2日（日）1600第1及び第2会議室をぶち

ぬいて小戸ヨットクラブ主催第2回集会が開かれた。

このクラブは，3年前係留費値上げ反対決起大会の

際結成された小戸ハーバーの全利用者の会で，その

後別にこれといった活動もなく立ち消えになりそう

なクラブだったが，市当局との交渉に窓口を一本化

する意味もあり改めて招集された。当日は会則，会

費，理事の選出等に時間がかかり，山積されている

問題の討議特に公用の專用船台が一基もない揚降

施設（スロープ）の利用方法，シーズン中又は混雑

する時の中・小型艇のクレーン車使用許可等，早急

に打ち出さなければならない諸問題を抱え,0.Y.C.

の今後の活動に期待し，会則，名簿が出来上り次第

順次集会を開く予定で散会。

a国

７
ｍ
肥

｢CF変更艇多数のため修正順位省略

主体とした集まり。講演前，フロントで偶然お会い

出来てお話させていただきましたが，世界一周から

お帰りになった頃の顔からは想像出来ないぐらい色

白で，化粧っ気のないスベスベした健康そうな肌が

印象的だった。少年に大志を，そして夢を，ロマンを

抱かせる楽しいお話だったそうだ。

素晴らしきかなダイビング野郎共。
牛島竜介氏が太平洋横断して以来，博多のヨットマ

ン達はナリをひそめていた感じだったが，今年の5月，

3人のヨットマン・ダイバーが木造のケッチに乗って

世界一周45000マイル・ダイビング・クルーズをやる

事になった。それも3年がかりで，ただのダイビング

だけではなく，チョウチョウウオ科の魚の種類と分布

については安田富士郎博士や益田一氏などの専門家に

学んだという学術的要素をも持ったクルージングであ

る。新種や珍種を発見する可能性もある有意義なダイ

ビングで，日本はおろか世界でも初めての試みではな

いだろうか？その故か参考資料の不足で苦労してい

る。単なる世界一周クルージングでさえ大変なのに，

ダイビングともなればシャークにお目見得する事もあ

るだろうし，海底の危険さえ未知数。「一度の座礁も

なく，一枚のセールも破る事なく」を合言葉に，「低

緯度帯を貿易風と赤道海流にのって西へ西へと進む最

もポピュラーで最も安全なコースをえらび，その土地

土地の嵐のシーズンを避け安定した好天を帆走出来る

ような計画」をたてている。

へ

小戸ヨットクラブ第2回集会

2．世界一周おしどりヨットマン「サチカゼ」の大平幸

子夫人の講演。

第1･第2会議室

3月16日（日)1000福岡市西区区役所主催「ジ

ョイフル・ライフ」と銘打った西区在住の中学生を

(19）
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3月25日（火），県庁前「天神横町」のお肉がすごく

美味しいステーキ屋で3人にお会いできた｡

スキッパー松本研司氏31才独身

クルー稲光良寛氏31才独身

クルー浅見健氏24才独身

ヨット「貿易風」（横山38フイート木造）

ヨットも潜水歴も充分あり，3人共資金捻出の為3

年前から東支那海操業の底引網漁船にのりこんでの奮

闘振り。九州朝日放送の堀田総八郎氏（玄海支部広報

委員長）の質問に対して選びながら穏やかに話される

スキッパー｡｢功名心や名誉欲から出発したものでなく，

営利も目的としない」と，そして「色々な海を見たい，

世界中の海を潜りたい」という動機からのダイビング

・クルーズを語る3人の澄んだ目，又人一倍骨太い頼

もしぃ大きな手を持ったメンバー達だった。

頼みにしていたあるスポンサーとの話がうまくいか

ず，不足分の資金稼ぎに東支那海へ又出るという噂を

聞き，船会社に問い合せた所，クルーの2人はすでに出

漁しており，スキッパーが乗り込む漁船が丁度翌日だ

ったので，早朝の船溜りにかけつけた。見送りの家族

達の落着かない緊張した表情，黙々と荷物を積み込む

人達，ポタージュスープの中に立っているような濃い

朝もやにかすむ港をゆさぶるエンジンの音。やっと現

われた松本スキッパーは紙袋ひとつの軽装で90日間も

荒海ですごすムードは全然なく，私達があたっている

スポンサーもあまり期待出来ない旨を伝えると，「わざ
わざその事で」と恐縮され，帰ってきてから又資金作

りに走り廻らなくてはと言いながら終始笑みを絶やさ

ず,「ぢゃ，いって来ます」と第八十二佐代丸のタラッ
プを駆け上がっていった。

②
③
②
＠
，
一

、

へ

… 墨

80年代に向かって
東海支部長都築勝利

この度，思いがけず再選

され，伝統ある東海支部長

に留任ということで改めて

緊張しております。初心に

もどり支部会員の発展親睦

をはかり，又関係官庁との

折衝，本部との連繋を密に

取り，東海地区の外洋ヨッ

トの活動を一層活発にした

い所存でありますので，皆

寄港地及び距離

様の御支援御鞭燵をお願い致します。

さて，紙面をお借りして，東海支部，新執行部及び

支部代議員，選挙管理委員を紹介させていただきます

ので宜しくお願い申し上げます。新執行部は従来にま

して強力なスタッフを置くことが出来，本年度の事業

として早くも海事普及委員会の3月例会として「堀江

夫婦を囲んで」では100名を越える人々に集まってい

ただき盛大なスタートを切っております。又3月22日

の野島レースでは悪天候にもかかわらず15艇がエント

リーし，昨年より参加が増えております。今後も皆様

の参加しやすい企画を組み，支部活動を盛り上げてい

きたいと思っております。又本年21回を迎える鳥羽パ

ール・レースも，地元市役所，観光協会，青年会議所，

旅館組合なと．と昨年来より数回の打合せを重ね，本年

より地元と密着した鳥羽市をあげての企画に致したく

現在準備を進めております。皆様とともにヨット・マ

ナーを守り楽しいレースとして育てていって欲しく御

へ

一
耐

しf了諦､ﾉー←〆

①福岡一②グァムー③ニューヘブリデスー④シドニー…8000M
④シドニー-⑤クックタウンー⑥オンスロウー⑦スワコブムント

……･･･…･･･…･･･……･･･9400M

⑦スワコブムンド－③レシブェー⑨ラバト・……．.…･……6200M
⑨ラバトー⑩ローマー⑪ジブラルタル……．．……･･･………4300M

⑪ジブラルタルー⑫ベルデ岬諸島－⑬ポート・オブ･スペインー
⑭マイアミー⑮パナマ・・………………･･……………･･5200M

⑮パナマー⑯ガラパゴス諸島一⑰タヒチ島-⑬サモア島－⑲ト
ラック島-②グアムー⑳小笠原一①福岡･…………12500M

(20）
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協力をお願い致します。

以上まとまりがありませんが，全国の皆様，今後の

東海支部の活動を暖かく見まもって下さい。度々OFF

-SHOREの紙面を借りてお知らせしていきますので

宜しくお願いします。

常任委員会

支部長都築勝利

副支部長小林義彦

理事大矢隆
〃 加藤蔵男

総務委員長鈴木幹夫

〃副〃阿部嶺男

帆走〃山田邦彦

へ〃副〃長尾好泰
計測〃花川幸一郎

〃副〃太田省一

海事普及〃小林義彦

〃副〃林千雄

会報〃富川則之

フリート・キャプテン

鬼崎竹内聡一

三河湾森光雄

武豊壁谷繁雄

富貴吉原道夫

烏羽寺本康郎

五ケ所田村慎一

四日市中西邦男

幡豆重盛忠誠

監事中村孝

事務局大橋良一谷口美栄子

支部代議員（順不同）

鬼崎フリート田中義夫大矢隆

へ武豊〃二村昭治松本太一

富貴〃鈴木幹夫

三河湾〃山田邦彦

鳥羽〃寺本康郎

四日市〃阿部嶺男

五ケ所〃田中匠

幡豆〃小林義彦重盛忠誠

その他鈴木弘

選挙管理委員会

大橋郁夫水上健長尾好泰

<ビック・オラクル>遭難事故報告
東海支部総務委員長鈴木幹夫

3月2日午後1時のテレビ･ニュースでご存じのこと

と思いますが，我々ヨット仲間としては誠に残念なこ

とです。

(21)

諸有志の方々の必死の捜索活動にもかかわらず，当

支部会員の西垣君の遺体は発見されませんでした。事

故後の去る3月12日に当支部海事普及委員会による3

月例会の会場にて，西垣君の捜索義援金として，カン

パを募ったところ129,340円が集りましたので,3月16

日の現地仮葬儀の際，㈱チタ丹羽社長に手渡しました

（事故発生後ただちに3万円を支部見舞金として現地

にて届けました)｡又，現在支部事務局にてMCC(三河湾

クルージング・クラフツより金53,000円，一会員から金

1,000円の義援金を預かっていますので,後日，丹羽社

長に手渡し，4月9日の支部常任委員会をもって義援金

の受付を締切り，今後会員の方々からの義援金は，直
接本人の親族に手渡していただくようおねがいします。

尚，㈱チタの丹羽由昌社長より事故状況報告が届い

ておりますので，御紹介させていただきます。

＊ ＊ ＊

今回，当社の西垣の事故に対して，皆様から多大な

ご援助をいただき，心から感謝しております。ついて

は，この事故に関しての顛末を，簡略にご報告申し上

げます。

事故発生当時の模様は，新聞やテレビ等で概略はご

承知と思いますが，情況等の究明は海上保安庁を中心

に行なわれていますので，正確なものは，後日公に発

表されることでしょう。

事故から経過に至る概略を述べますと，2月8日，

<VICORACLE>は進水しました｡進水後，オーナ

ーは慎重に廻航準備を整え，船舶機構の安全検査を受

けて，安全備品も万端に整えて，3月1日午後1時頃

津の伊勢湾海洋スポーツセンターを出港したのです。

午後9時45分頃，天竜河口約2kmの沖合で横波をうけ

て，マストの先端が水面下に入る位に横転し，その時

デッキにいた3人の中，2人が海中にほうり出されま

した。艇上では直ちにセールを下ろし，エンジン始動

で，2人を救い上げるべく，行動を開始したのです

が，寄せ来る波の中に2人の姿を見失ない，明方まで

現場を旋回しながら探したのですが，遂に見つけ出せ

ず，最寄りの御前埼港に入港すると同時に，御前埼保

安署に届けました。

私の所へは，2日朝，7時に，オーナーより電話で

連絡が入り，直ちに連絡のつく所の人達だけを連れて

御前埼へ向いました。そこで知ったのは，遭難現場は

天竜河口とのことで，すぐ又天竜河口へとってかえし，

何か手掛りはないものかと砂浜を歩きました。そして，

<VICORACLE>の懐中電灯，コックピット用ベンチ，
及び西垣のヨットブーツ片方を発見したのです。同

時に漁船をチャーターして海上の捜査を，とも思った

のですが，まだ風波が強すぎるということと，引潮に

に当っており，天竜河口は引潮の強い時には漁船の航

行不可とのことで，海上捜査は出来ませんでした。但

し，海上保安庁の巡視艇だけは海上捜査に当たってく
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れておりました。

翌月曜日は，ニュースを知って続々と駆けつけてく

ださった人達によって海岸を捜索すると共に，漁船5

隻をチャーターし，天竜河口を中心に，浜名湖入口か

ら御前埼までのパトロールを始めました。そして7時

少しすぎ，角田氏の遺体が浜辺で発見されたのです。

最初は，この発見で，西垣もすぐ見つかるだろう

と期待して，同じような捜索を続けていました。土地

の漁師の話では，遺体は24～48時間の間に一度浮かび

上り，又沈むとのこと。又，水温にもよるが大体1週

間から10日位の間に，又浮かびあがることもある，と

のことでした。この話から，翌日も前日と同様な，漁

船と徒歩による海上，海岸のパトロールで，遺体の発

見に努めましたが，何の手掛りも得られませんでした。

その後，福田漁協で得た情報として，4本の針の出

た大きなつり針で，海底をさらうのが，遺体発見には

一番確率が高いとのことで，連日，数ハイ漁船をチャ

ーターして，この漁法を利用し，特に底がへこんでい

る所を探しました。このようにして，落水から丁度2

週間，捜索したのですが，手掛りは得られず．捜索活

動は打切ったのであります。

ITC(技術委員会)は14･15日に英国で会議を開いた。

主な議題はファストネット・レースの事故報告書に

対する検討であったが，昨年開かれたORC会議の決

議から生じた附帯事項の検討であった。

ヨットの設計，安全の面からの検討，ライフラフト，

安全ハーネスなどに対する検討事項であるが，渡辺氏

の報告をもとに各支部理事に資料を送り,NORCと

しての意見があれば早急に事務局宛送って貰うことと

した。

沖縄支部結成について

沖縄は琉球国時代の古い昔から，海を生活のすべて

の基盤とした先人の遺志をいまなお受け継いでいるが，

EXPO'75,国際海洋博覧会を契機として，新しい時代

に適応した「海洋の沖縄」を目指し，更に大きく前進

しようと，県民が一心になって実現化を一歩一歩進めへ
ている。

一方，我国の海に対する関心は生活環境の変化とと

もにプレジャーボートの普及度にも現われているよう

に，全国一円に幅広く拡張し続けている。

しかも沖縄は南西諸島の約500kmに亘る一連の島々

からなり，昔ながらの海の本来の姿を最後まで守り続

ける我国唯一の海域と言える。このような歴史的地理

的好条件を持つ背景の上に立って，外洋ヨットの数も

堅実に増加し，第5回沖縄・東京レースには地元から

3艇が参加し，それにも増して沖縄県のこのレースへ

の関心は最高に高まってきている。

地元沖縄における支部結成の気運は熟しているので，

今回のレース前夜祭を期して沖縄支部を結成したいと

いう提案があり，出席在京理事全員の賛同があった。

なお，上述のような趣意書を作り，全国の理事各位

にアンケートを出したが，各位から激励と賛成の返答

を受けている。

名誉会長旗の制定

この度，古屋徳兵衛前会長が名誉会長にご就任されへ

たので，この機会に名誉会長旗を作ってはという提案

があった。

この原案作成に当っては,NORCのエンサイン・

バージ旗を当初から手がけられている福永昭氏（足柄

オーナー）に協力を願い，下図の原案通り決定した。

今になって反省させられるのですが，事故が起きた

後の救助活動については，我々に，どうすべきが最良

か，という予備知識がなく，駆けつけて下さった方々

への統率もなく，ご迷惑をおかけしたことに，深く反

省しております。あってはならないことですが，今後

もし，同じケースが考えられる時には，海上保安庁，

もしくは地元漁協の協力を得て，然るべき対策本部を

設け，経験者の意見を得られるようにすべきではない

か，と思っています。未経験故のいらだちに加えて，

混乱の状態の中にも拘わらず，貴重な機械を貸してい

ただいたり，又，労力を提供して下さった方々に，紙

面を借りて感謝申し上げる次第です。

NORC協会二ユース

唖
一

新たに制定の名誉会長旗
－

3瞳

在京理事会報告
言

』3月19日，虎ノ門にて

関東支部理事16名のうち13名が出席し,ORC会報

28号，沖縄支部結成，名誉会長旗制定などについて検

討した。

出席者：石原，大儀見，清水，小林，嶋田，石井，塩路，

篠原，周東，武市，烏山，平松，渡辺(敬称略）

躯
Ｌ

…

ｒ
虹
Ｉ

一一－－－－－－－－
＝

会長旗ORC会報28号の内容について渡辺理事から説明が

あった。ORCの政策グループは1月の12･13日に，

一一

一
一
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のの，やはりヘッドはカーテンでなく個室にしたいとい

う切ない念願から30フィートになりました。「ロンドン

に戻ったら早速ギネスブックにのせていただく様手配し

ましょう./」と帰国中だった駐在員に冷かされましたつ

け。しかし本当にそれが買い換えの理由のひとつでもあ

って，誕生したカラコルムニ世号です。／顔ぶれ：メン

バーは前と同じ。K2峰遠征登山隊隊長を頭に山男ばか

りで，カラコルムやヒマラヤに倦きた山男をあと2，3

人誘惑するつもり。「ヨットは歩かなくてすむのよ・風

が連れていって下さるんですもの」と職く。（ひっかか

るかなア？）／抱負：東支那海を走りまわりたい。遣唐

使が通ったルートも帆走してみたい。太平洋にも出たい。

世界一周もしたい。忙しいです。

2405MARIEm-HAKATAヤマハ308.97×7.20

×3.23×1．75吉田信明小戸ヨットハーバー／艇名の

由来：オーナーの愛する娘さん吉田麻里絵の名前より。

1世ヤマハ21R/C,Ⅱ世ピーターソン26を経てヤマハ30

，世に至る。本来ならばⅡ世の記事が先に載るはずでし

たが，Ⅱ世Ⅲ世まとめてです。Ⅱ世より引次ぎのセール

番号2405です。出会った時には声をかけて下さいね。

／抱負：クルージングにレースに大いに海と長くつき合

って行きたい。南太平洋クルージングを夢みて，今日も

船上でビアパーティーであります｡/顔ぶれ：平島哲夫，

佐々木昌一，アリランレースのため，博多→釜山間を二

人で回航して以来，義兄弟となる。木原和喜強風時に

威力を発揮。大貝嘉徳，原口隆美，長嶋浩，桜井弘，近

藤博人，佐藤幸一，森雅樹｡/NORCへの要望：関東，関

西方面の記事ばかりでなく，地方の事も取り上げて欲し

い。又，地域と密着して行くような企画なども大いに取

り上げて下さい。
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1779楽浪（さざなみ)BW308.99×3.03×1.683

城章，岩吹稔，大塚庸行，長谷川和之，吉本哲男，小橋

正，鈴木元太郎，（共同）柳ケ崎

2449PFII-MELLNAK2958.905×7.87×3.00

×0.927水野善夫，森本正志，帆前満雄，波多野耕次，

有安邦夫，水野清（共同）名鉄マリーナ／艇名の由来：

英語で混乱，あわてふためいた，の意。レースに出場し

へた時の様子を想像して命名。／抱負：諸先輩方について

いけるよう頑張りたいと思います。

☆2502Y.POPLINⅢヤマハ25U7.55×5.85×2．

73×1．65谷津田義忠葉山／抱負:ヨット歴の浅い私が抱負

など持つ余裕はまだありませんが，出来るかぎり海に出

て，いろいろなトラブルに合い，勉強し，もっともっと

海の事が知りたい。見知らぬ港にクルージングする事が

楽しみ。レースにも出来るかぎり参加したい。／顔ぶれ

：横浜国立大のOB,全員社会人一年生の気のいいやつ

ばかり。市岡君，松下君，橘川君，林君，多田君/NO

RCへの要望：安全指導をよろしく

2600KARASUVｽﾙｰブ9.34×7.10×3.20X

1.855斜森保雄油壺

2638NOMBYRIAヤマハ－3310.17×8．20×

93.35×1.90111田嘉英室津ヨットハーバー／艇名の由
来：のんびりとヨットを楽しみたいのだが，恐らくのん

びりとはしていないだろう。従って，亜のんびり派だと

いう意味と，！;冊尾にアがつくと，国の名に似たひびきが

ある。時にはノンビリ国の王様になりたいからである。
へ

／抱負：今迄はもっぱらクルージングばかりをやってき

ましたが，これからレースに積極的に参加し，力をつけ

たいと思います。／顔ぶれ：平田和信41才コック長。甲

斐畷-38才見習いコック。サラ洗い井上fjith:22才。西田

あきら24才。美食になれたクルーは果して戦|州要員にな

れるか？／NORCへの要望:ul口県室津に30艇ほどヨ

ットが集まって，昨年10月にひびき帆走クラブという会

が発足しました。NORCへの入会者は私を含めて4名

になりました。今後よろしくお願い致します。

2641MORAKBONGS-329.80×8.00×3．30X

1.8O成田留雄新川

2646EARLYBIRDVパサトーレバカンス8.528

×7.00×3.015×1.750長来盛隆（代表オーナー）葉

山

2647KARAKoRAMnDP308.95×7.39×3．10

X1.72片倉静江博多・小戸／艇名の由来：前艇カラ

コルムー世号(DP26)でアリランレースに出場したも

帆走委員会からのお知らせ

第30回大島レースのスタートを5月24日(土)1100に

変更します。又，今回は第30回の記念レースですので，

5月25日（日）1700より葉山マリーナにおいて，前期関

東支部レース表彰式と大島レースの表彰式及び記念パ

ーティーを行ないますので奮って御参加下さい。

パーティー参加費－1艇10,000円(3名まで）

参加記念品付き。1名増すごとに3500円。

出艇申告時に受け付けます。

OFFSHORE第61号昭和55年5月15日発行

毎月1回15日発行

昭和52年7月21日第三種郵便物認可

1部定価100円（郵送料25円）

発行社団法人日本外洋帆走協会

東京都港区虎ノ門1-15-16(船舶振興ビル4階）

電話・東京03(504)1911-3〒105

郵便振替番号2－21787

印刷廣済堂印刷株式会社
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